
 

 

 
マップ de川北じまん  

～川北の魅力を伝えるタッチパネル式案内表示を作ろう～ 

◆ どのような案内表示を作るか見通しをもつ 
・自分たちが住む川北の魅力を多くの人に知ってもらうた

めに、タッチパネル式の案内表示を作成することを確認

する。 

・プログラミング言語「Scratch」の使い方を確認する。 

総合的な学習の時間 第３学年 標津町立川北小学校 

授業の様子・留意点 

◆ 川北の魅力を調べ、まとめる 

・グループに分かれ、インターネットで調べたり、地域の人

に取材したりして、川北の魅力について調べたことを、プ

レゼンテーションソフトでまとめ、発表・交流する。 

◆ 案内表示を作成し、地域の人から感想をいただく 

・川北の魅力について、プレゼンテーションソフトを用いて 

スライドにまとめ、どの順番で表示するか、どのようなア

イコンで表示するかを考えて修正・改善する。 

・作成した案内表示を地域に設置し、使用した人から感想を

いただく。 

 

◆ 自分たちが作成した案内表示を振り返る 

・案内表示を使用した人の感想をもとに、自分たちの案内表

示が川北の魅力を伝えられていたかを振り返る。 

 

導 入 
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・川北の魅力を、インターネッ 
トで調べる。 

 
・川北の魅力を伝えるという目
的に立ち返りながら、読み手
に伝わりやすい表示やプログ
ラムを考える。 

この授業では、川北の魅力を伝えるタッチパネル式の案内表示を作成することを通して、調査

して得た情報を基に考え、表現する力を育みます。その手段として Scratchを使用し、児童が伝

えたい人に伝わりやすくするために表示方法やスライドの順番などを工夫しながらプログラム

を改善・修正して、意欲的にプログラミング的思考を働かせられるよう授業を構成しています。 

・プログラミングしたものを発
表し、必要に応じて修正・改
善する。 

 


